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全
三
十
帖
,
空
海
の
留
学
中
の
ノ
4
ト
,
空
海
自
筆
の
部
分
と
中
国
の
写
経
生
と
橘

逸

勢

た
ち
ば
な
の
は
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な
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と
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れ
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分
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か
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よ
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薄
く
堅
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を
使
用
し
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い
る
,
冊
子
に
仕
立
て
て
あ
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
,
空
海
自
筆
の
部
分
は
c

楷
行
草
書
体
す
べ
て
が
自
然
体
で
書
か
れ
て
い
て
空
海
の
癖
や
普
段
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
,
行
草
体
は
王
羲
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お
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流
の
正
統
の
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伝
え
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い
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,{
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瞽
指
帰
�
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空
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の
筆
か
真
偽
が
判
ら
な
い
の
で
確
実
な
真
筆
と
し
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は
こ
の
書
が
最
も
若
い
空
海
の
書
跡
に
な
る
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よ
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ら
に
後
の

柳
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7
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公
権

こ
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風
の
中
唐

ち
7
う
と
う

の
書
風
が
感
じ
ら
れ
る
と
言
わ

れ
る
,
当
時
は
新
風
で
あ
N
た
,
独
特
の
筆
意
や

結
法

け
4
ぽ
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が
見
ら
れ
る
,
横
画
を
上
に
反
ら
せ
る
特
徴
が

あ
る
,
空
海
の
楷
書
は
非
常
に
め
ず
ら
し
い
, 
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を
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す
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動
的
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現
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篆
書
の
筆
法
を
取
り
入
れ
て
い

る
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起
筆
細
め
に
ほ
ぼ
直
角
に
入
筆
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貴
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社
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意
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無
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情
・
静
的
な
書
風
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横
画
の
起
筆
ほ
ぼ
45
度
入
筆
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・ 

点
画
は
三
節
に
分
か
れ
る
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側
筆
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